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老
人
は
六
十
二
に
な
っ
た
。
右
半
身
が
不
自
由
だ
っ
た
。
右
腕
が
痛
か
っ

た
。
で
も
、
だ
ん
だ
ん
少
し
は
よ
く
な
っ
た
。
歩
き
だ
し
て
し
ば
ら
く
す
る

と
右
の
肺
が
痛
か
っ
た
。
熟じ
っ
と
し
て
い
る
と
、
痛
み
は
消
え
て
い
っ
た
。

三
十
に
な
る
頃
、
心
臓
が
肥
大
し
て
い
た
。
息
切
れ
が
ひ﹅
ど﹅
か
っ
た
。
六
十

に
な
っ
た
時
に
は
、
杖
を
引
い
て
い
た
。
野
桜
の
杖
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
手

頃
で
あ
る
。
い
つ
か
、
愛
し
て
い
た
。
野
原
の
野
桜
で
あ
る
。

　
…
…
あ
る
日
突
然
に
倒
れ
た
。
口
が
き
け
ず
、
も
の
が
言
え
な
く
な
っ
た
。

そ
れ
っ
き
り
、
五
十
三
か
四
か
、
五
か
分
ら
な
く
な
っ
て
い
た
。
肩
が
凝
る

と
い
う
こ
と
が
、
全
然
な
く
な
っ
た
。
性
慾
が
ま
た
、
全
然
な
く
な
っ
た
。

始
め
は
、
お
茶
、
水
、
小
便
、
う
ん
こ
、
の
言
葉
し
か
言
え
な
か
っ
た
。
食
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う
こ
と
は
平
気
で
食
べ
た
。
女
は
あ
の
日
か
ら
、
二
年
目
に
別
れ
た
。
子
供

は
持
た
な
か
っ
た
。

　
老
人
は
家
を
引
越
し
た
。
そ
こ
は
六
畳
と
、
四
畳
半
の
板
の
間
と
、
小
さ

い
台
所
で
、
小
さ
い
庭
が
あ
っ
た
。
野
原
の
外
れ
で
あ
る
。
誰
も
音
沙
汰
が

な
か
っ
た
。

　
小
鳥
、
魚
の
言
葉
が
言
え
た
。
す
ぐ
近
く
に
大
き
な
池
が
あ
っ
て
、

「
小
鳥
と
魚
は
取
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
」
と
建
札
が
書
か
れ
て
い
た
。

　
馬
鹿
は
言
え
た
。
け
れ
ど
も
、
白
痴
は
く
ち
、
は
言
え
な
か
っ
た
。
ま
た
、
自
動

車
、
は
言
え
な
か
っ
た
。
老
人
、
こ
れ
は
言
え
た
。
正
し
く
年
老
い
た
老
人

で
あ
る
。

　
春
は
三
月
の
中
旬
に
野
桜
が
咲
い
た
。
野
桜
は
見
事
で
あ
っ
た
。
大
き
な
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池
の
傍
に
老
人
は
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
し
た
。
こ
こ
は
人
々
が
来
る
場
所
で
は

な
か
っ
た
。
池
に
は
葦
が
茂
っ
て
い
て
、
雀
が
鳴
い
て
い
た
。
マ
ガ
モ
が
雌

雄
で
游
い
で
い
た
。
鮒
が
游
い
で
い
た
。
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
し
、
池
を
眺
め

て
じ
っ
と
し
て
い
た
が
、
二
時
間
か
ら
三
時
間
は
か
か
っ
て
い
た
。

　
夏
は
小
さ
い
庭
の
桃
の
実
が
生な
っ
た
。
桃
の
実
は
一
昨
年
は
五
拾
個
で
去

年
は
四
拾
個
で
、
今
年
は
六
拾
個
で
あ
っ
た
。
甘うま
か
っ
た
。
紫
陽
花

あ
じ
さ
い

は
小
さ

い
茎
を
植
え
た
の
だ
が
、
四
年
に
始
め
て
花
を
開
い
た
。
大
き
な
池
で
は
水

す
ま
し
が
游
い
で
い
た
。
蜻
蛉
、
蝶
が
飛
ん
で
い
た
。
蝉
が
鳴
い
て
い
た
。

夜
、
池
で
は
蛙
が
鳴
い
て
い
た
。

　
秋
は
枯
野
原
に
可
憐
な
コ
ス
モ
ス
が
咲
い
た
。
小
さ
い
川
が
流
れ
て
い
た
。

ボ
ー
ル
、
牛
乳
の
空
瓶
、
運
動
靴
、
棒
切
れ
、
下
駄
が
流
れ
て
い
た
。
小
さ
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い
橋
の
上
で
疲
れ
て
し
ゃ
が
ん
で
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
よ
し
き
り
ば
し

と
言
っ
て
い
た
。
な
か
な
か
名
が
分
ら
な
く
て
参
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
い
つ

か
、
読
め
た
。

　
冬
は
家
の
庭
で
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
た
。
窓
硝
子
を 

開  

放 

あ
け
は
な

し
て
い
た
。

野
原
の
一
軒
家
で
、
誰
も
来
な
か
っ
た
。
空
は
青
空
で
あ
っ
た
。
陽
は
照
っ

て
い
た
。
庭
の
寝
椅
子
に
腰
を
下
し
て
い
た
。
じ
っ
と
し
て
い
た
。
垣
根
越

し
に
土
や
石
や
木
が
、
目
を
少
し
閉
じ
る
と
、
不
思
議
な
光
景
が
ま
ざ
ま
ざ

見
ら
れ
た
。
橋
の
池
、
線
路
、
土
蔵
、
樹
々
の
梢
、
賑
な
街
…
…
。
目
を
開

け
る
と
ど
う
も
な
い
の
だ
。
夜
、
寝
る
と
、
床
を
の
べ
て
、
頭
を
少
し
下
げ

て
目
を
閉
じ
て
、
ほ
ん
の
僅
か
、
祈
る
の
だ
。
基
督
教
徒
の
信
者
に
似
て
い

た
。
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す
こ
し
ま
え
に
、
黒
猫
が
住
み
つ
い
た
。
牡
で
あ
っ
た
。
目
は
黄
色
で
あ

っ
た
。
ば
か
に
大
き
か
っ
た
。
も
そ
も
そ
し
て
い
た
。
朝
に
晩
に
魚
を
食
べ

た
。
老
人
が
日
向
ぼ
っ
こ
を
し
て
い
る
と
、
黒
猫
は
縁
側
で
目
を
閉
じ
て
い

た
。
ま
た
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
い
た
。
夜
、
床
を
の
べ
る
と
、
黒
猫
は
布
団

の
は﹅
し﹅
で
寝
て
い
る
。

　
鳩
が
い
た
。
野
原
の
向
う
に
小
さ
い
川
が
流
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
家
が
あ

っ
た
。
家
の
傍
に
小
さ
い
小
屋
が
あ
っ
た
。
鳩
の
部
屋
で
あ
っ
た
。
老
人
は

散
歩
に
来
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
、
何
も
見
え
な
か
っ
た
か
ら
。
た
ま
た
ま
、

散
歩
に
来
て
、
鳩
の
部
屋
を
見
つ
け
た
。
中
学
生
と
小
学
生
の
二
人
の
兄
弟

で
あ
っ
た
。 

金  

網 

か
な
あ
み

で
造
っ
た
小
さ
い
小
屋
で
あ
る
。
兄
弟
は
釘
で
打
ち
つ
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け
て
い
た
。
鳩
は
十
羽
で
あ
っ
た
。
牡
、
牝
、
五
羽
ず
つ
い
た
。
白
の
鳩
は

一
羽
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
散
歩
に
来
て
、
鳩
の
部
屋
で
、
白
の
小
旗
が
長
い

竿
に
か
か
っ
て
い
た
。
小
旗
は
風
に
ハ
タ
ハ
タ
揺
れ
て
い
た
。
ま
た
、
来
た
。

屋
根
に
は
四
、
五
羽
い
た
が
、
そ
こ
か
ら
空
を
翔と
ん
で
ゆ
く
の
だ
。
流
れ
て

ゆ
く
川
を
渡
っ
て
、
ま
た
、
屋
根
に
舞
戻
っ
た
。

　
可
愛
い
鳩
。
目
を
見
る
と
、
ほ
ん
と
に
可
愛
い
。
平
和
な
鳩
。
ホ
オ
、
ホ

オ
と
鳴
く
、
低
い
鳴
声
。
老
人
は
鳩
笛
を
思
い
出
し
た
。
昔
の
よ
う
な
話
だ
。

小
学
生
の
五
、
六
年
の
頃
、
桜
の
枝
を
小
刀
で
削
っ
て
、
鳩
笛
を
作
っ
た
。

そ
の
頃
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
図
画
の
女
教
師
の
こ
と
を
。
老
人
は
ハ
ト

は
言
え
た
。
け
れ
ど
も
ハ
ト
笛
は
な
か
な
か
言
え
な
か
っ
た
。
兄
弟
は
二
、

三
人
の
仲
間
が
来
て
い
て
、
鳩
の
部
屋
に
ト
タ
ン
で
屋
根
を
葺ふ
い
た
。
老
人
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は
鳩
笛
を
作
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
野
桜
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
。
野
原

に
も
、
池
の
ほ
と
り
に
も
、
野
桜
は
見
え
る
。
野
原
の
外
れ
で
、
鋸
の
こ
ぎ
りで
枝
を

切
っ
た
。
Ｓ
町
の
金
物
屋
で
小
刀
を
買
っ
た
。
始
め
は
さ
い
し
ょ
か
ら
出  

で
き
そ

来 

損 

こ
な

い
で
あ
っ
た
。
九
日
で
小
さ
い
鳩
笛
を
彫
刻
し
た
。
な
ん
だ
か
、
へ﹅

ん﹅
て﹅
こ﹅
り﹅
ん﹅
で
あ
っ
た
。
で
も
、
ハ
ト
で
あ
っ
た
。
黒
猫
が
ハ
ト
に
爪
で
引

掻
い
た
。
が
、
す
ぐ
止
め
て
し
ま
っ
た
。
池
に
あ
る
マ
ガ
モ
を
作
っ
た
。
そ

れ
か
ら
、
犬
、
猫
を
作
っ
た
。
ハ
ト
、
マ
ガ
モ
、
犬
、
猫
を
机
の
上
に
並
べ

た
。
老
人
は
ハ
ト
を
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
が
、
兄
弟
の
顔
を
見
る
と
、
言
葉

が
言
え
な
か
っ
た
。

　
あ
る
日
、
突
然
、
見
知
ら
ぬ
女
が
、
家
に
来
た
。
四
十
七
、
八
位
の
女
で
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あ
っ
た
。
「
兄
さ
ん
、
わ
た
し
で
す
。
」
と
女
は
声
を
か
け
た
。
「
あ
あ
、

お
前
は
、
」
と
老
人
は
叫
ん
だ
。
二
人
と
も
別
々
に
、
二
十
五
年
の
歳
月
を

送
っ
て
い
た
。
妹
で
あ
っ
た
。
老
人
は
言
葉
が
言
え
な
か
っ
た
。
妹
は
そ
れ

を
悟さと
っ
た
。
妹
は
少
し
近
く
の
Ｎ
町
に
住
ん
で
い
た
。
毎
月
、
一
度
で
あ
っ

た
が
、
老
人
の
許
に
出
掛
け
た
。
妹
は
子
供
が
二
人
い
た
。
女
の
子
が
四
年

生
で
、
男
の
子
が
二
年
生
で
あ
っ
た
。
二
人
と
も
無
邪
気
で
あ
っ
た
。
老
人

の
家
で
、
子
供
た
ち
は
と
も
に
遊
ん
で
い
た
。
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
。
」
と
言

っ
た
声
が
、
老
人
に
は
と
て
も
無
邪
気
で
あ
っ
た
。
作
っ
た
鳥
、
動
物
の
彫

刻
を
、
二
人
は
こ
も
ご
も
眺
め
た
。
老
人
は
マ
ガ
モ
を
女
の
子
に
、
犬
を
男

の
子
に
呉
れ
て
や
っ
た
。
帰
る
と
き
、
バ
ス
の
停
留
所
で
、
二
人
の
子
供
は

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
さ
よ
な
ら
。
」
と
言
っ
た
。
池
の
ほ
と
り
で
老
人
は
妹
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と
子
供
た
ち
と
、
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
弁
当
を
食
べ
た
。
妹
と
子
供
た
ち
は

 
団  
栗 
ど
ん
ぐ
り

を
拾
っ
た
。
老
人
は
ベ
ン
チ
に
腰
か
け
て
三
人
の
姿
を
眺
め
た
。

　
Ｓ
町
の
角
に
小
さ
い
映
画
館
が
あ
っ
た
。
老
人
は
殆
ん
ど
映
画
を
見
な
か

っ
た
が
、
い
ち
ど
見
た
。
西
洋
物
で
あ
っ
た
。
探
偵
映
画
で
あ
っ
た
。
犯
人

に
殺
さ
れ
る
老
婆
が
可
哀
そ
う
で
あ
っ
た
。
老
婆
は
唖
で
半
身
不
随
で
あ
っ

て
、
手
押
車
に
乗
っ
て
い
た
。
そ
の
老
婆
が
む﹅
ご﹅
い﹅
仕
打
で
殺
さ
れ
る
の
だ
。

老
人
は
老
婆
が
可
哀
そ
う
で
あ
っ
た
。

「
年
老
い
た
女
が
、
古
い
家
に
住
ん
で
い
た
。

　
古
い
家
の
後
ろ
に
、
コ
シ
ョ
ウ
の
木
が
あ
っ
た
。

　
コ
シ
ョ
ウ
の
木
は
燃
え
て
し
ま
っ
た
。

　
な
ぜ
な
ら
…
…
」
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映
画
ニ
ュ
ー
ス
の
概
説
の
中
に
、
こ
の
文
句
が
書
い
て
あ
っ
た
。
家
に
帰

っ
て
、
老
人
は
鉛
筆
で
あ
の
文
句
を
書
い
た
。
…
…
女
の
子
が
歌
う
童
謡
が

懐
し
い
。
老
人
は
小
人
の
国
が
懐
し
か
っ
た
。

　
老
人
の
家
は
Ｑ
町
で
あ
っ
た
。
十
分
ほ
ど
行
く
通
り
に
、
貸
家
が
あ
っ
た

が
、
や
が
て
、
コ
ー
ヒ
ー
「
ハ
ト
」
の
店
が
開
店
し
た
。
瀟
洒
な
店
で
あ
っ

た
。
老
人
は
一
寸
驚
い
た
。
ハ
ト
の
こ
と
を
。
老
人
は
野
桜
の
杖
を
引
い
て
、

い
ち
ど
行
っ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
で
も
、
駄
目
だ
、
駄
目
だ
と
思
っ
た
。

老
人
は
つ
い
に
決
意
し
た
。
朝
の
十
時
頃
に
こ
の
店
の
扉
を
あ
け
て
み
た
。

誰
も
い
な
か
っ
た
。
剥
製
の
ハ
ト
が
二
羽
い
た
。
お
や
、
お
や
と
思
っ
た
。

す
る
と
、
奥
か
ら
娘
が
入
っ
て
来
た
。
「
お
早は
よ
う
、
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
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言
っ
た
。
娘
は
十
七
、
八
の
年
頃
で
あ
っ
た
。
コ
ー
ヒ
ー
は
う
ま
か
っ
た
。

パ
ン
も
う
ま
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
が
始
ま
っ
た
。
ス
イ
ス
の
村
の
景
色
が
映
っ

た
。
老
人
も
娘
も
共
に
見
て
い
た
。
そ
の
う
ち
十
日
ほ
ど
、
老
人
は
ま
た
来

た
。
朝
の
十
時
頃
、
誰
も
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
奥
か
ら
娘
が
来
た
。
「
お

早
よ
う
、
ご
ざ
い
ま
す
。
」
「
コ
ー
ヒ
ー
と
バ
タ
ー
パ
ン
を
下
さ
い
。
」

「
は
い
。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
テ
レ
ビ
を
見
た
。
水
郷
の
潮
来
い
た
こ
が
映
っ
た
。

帰
る
と
き
、
「
マ
ッ
チ
を
ど
う
ぞ
。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
小
さ
い
マ
ッ
チ
で

あ
る
。
コ
ー
ヒ
ー
、
「
ハ
ト
」
。
マ
ッ
チ
の
箱
の
表
紙
に
、
ハ
ト
が
描
い
て

あ
っ
た
。
老
人
は
咄
嗟
に
口
が
言
え
な
か
っ
た
。
黙
っ
て
マ
ッ
チ
を
貰
っ
た
。

外
で
、
「
有
難
う
。
」
と
声
を
か
け
れ
ば
よ
か
っ
た
と
老
人
は
思
っ
た
。
七

日
に
老
人
は
ま
た
来
た
。
誰
も
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
奥
か
ら
娘
が
来
た
。
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「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
テ
レ
ビ
が
始
ま
っ
た
。
巴
里

の
セ
エ
ヌ
河
の
岸
が
映
っ
た
。
老
人
と
娘
も
共
に
見
て
い
た
。
老
人
は
「
ち

ょ
っ
と
。
」
と
声
を
か
け
た
。
「
は
い
。
」
と
娘
は
老
人
の
傍
に
行
っ
た
。

老
人
の
服
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
、
ハ
ト
が
飛
び
出
し
た
。
「
ハ
ト
、
あ
げ
ま
す

。
」
と
老
人
は
言
っ
た
。
「
ま
あ
、
ハ
ト
。
」
と
娘
は
彫
刻
の
ハ
ト
を
両
手

で
眺
め
た
。
「
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
帰
る
と
き
、

「
お
家
は
、
近
く
で
す
か
。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
老
人
は
頷
い
た
。

　
八
日
ほ
ど
で
、
老
人
は
ハ
ト
を
二
羽
、
作
っ
た
。
机
の
上
に
ま
た
畳
の
上

に
並
べ
て
、
み
ん
な
眺
め
た
。
「
御
免
下
さ
い
。
」
と
誰
か
言
っ
た
。
「
は

い
。
」
と
老
人
は
扉
を
あ
け
た
。
娘
で
あ
っ
た
。
「
あ
っ
。
」
と
老
人
は
声

を
呑
み
込
ん
だ
。
「
分
ら
な
く
て
、
困
り
ま
し
た
わ
。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
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「
お
い
で
。
」
と
老
人
は
六
畳
の
部
屋
に
入
っ
た
。
「
ま
あ
、
ハ
ト
が
、
…

…
沢
山
い
ま
す
こ
と
。
」
と
娘
は
言
っ
て
、
ハ
ト
や
マ
ガ
モ
や
犬
や
猫
を
指

さ
し
た
。
老
人
は
黙
っ
て
笑
顔
を
浮
べ
た
。
娘
は
「
は
い
。
」
と
言
っ
て
、

ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
包
み
を
と
り
だ
し
て
、
粘
土
細
工
の
ハ
ト
を
呉
れ
た
。
絵
具

で
描
い
た
ハ
ト
で
あ
る
。
老
人
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
で
、
「
あ
り
が
と
」
と
言

っ
た
。

　
老
人
は
机
の
引
出
を
あ
け
て
一
枚
の
半
紙
を
取
り
出
し
た
。
な
に
か
書
い

て
あ
る
。
老
人
は
そ
こ
を
指
さ
し
た
。
失
語
症
。
笑
顔
を
浮
べ
て
。
娘
は
、

は
っ
と
顔
色
を
変
え
た
。
老
人
は
黙
っ
て
い
た
。
娘
が
言
っ
た
、
「
あ
な
た

は
、
独
り
ぼ
っ
ち
で
す
か
。
」
「
独
り
ぼ
っ
ち
だ
。
」
と
老
人
は
微
笑
を
浮

べ
て
言
っ
た
。
娘
も
微
笑
を
浮
べ
た
。
娘
は
小
さ
い
犬
を
手
で
お﹅
も﹅
ち﹅
ゃ﹅
に
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し
て
い
た
。
「
こ
こ
へ
、
ち﹅
ょ﹅
く﹅
ち﹅
ょ﹅
く﹅
、
伺
う
か
がい
ま
す
わ
。
…
…
で
も
、
駄

目
で
し
ょ
う
。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
老
人
は
言
っ
た
、
「
ち
ょ
く
ち
ょ
く
。
」

「
有
難
う
。
」
と
娘
は
笑
っ
た
。
縁
側
へ
黒
猫
が
帰
っ
て
来
た
。
「
あ
ら
猫

が
い
る
の
で
す
ね
。
」
と
娘
は
黒
猫
の
躯
を
抱
い
た
。
「
長
い
尾
お
っ
ぽで
す
ね
。

と
て
も
可
愛
い
猫
ね
。
黒
猫
で
す
ね
、
名
前
は
。
」
「
名
前
は
な
い
ん
だ
。
」

「
そ
う
。
そ
れ
じ
ゃ
、
渾
名
は
ク
ロ
ち
ゃ
ん
で
も
い
い
で
し
ょ
う
。
ク
ロ
ち

ゃ
ん
と
い
う
子
供
が
い
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
で
は
、
わ
た
し
は
お

暇いと
まし
ま
す
。
朝
十
時
頃
に
ま
た
来
て
下
さ
い
ね
。
さ
よ
な
ら
。
」
娘
は
帰
っ

て
行
っ
た
。

　
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、
本
を
売
払
っ
た
。
家
に
は
郵
便
も
な
か
っ
た
。
さ﹅
ば﹅
さ﹅

ば﹅
し
た
。
絵
の
本
を
見
る
の
は
、
好
き
だ
っ
た
。
壁
に
は
小
さ
な
複
製
を
掛

16老人と鳩



け
た
。
「
コ
タ
ン
の
袋
小
路
」
ユ
ト
リ
ロ
、
一
九
一
〇
年
（
明
治
四
十
三
年

）
。
幼
い
頃
の
思
い
出
だ
っ
た
。
…
…
老
人
は
野
桜
の
杖
を
引
い
て
歩
い
た
。

　
娘
は
十
日
ほ
ど
た
っ
て
、
ま
た
来
た
。
老
人
は
一
緒
に
池
の
ほ
と
り
に
行

っ
た
。
誰
も
い
な
か
っ
た
。
ベ
ン
チ
に
腰
を
下
し
た
。
娘
は
「
あ
な
た
は
発

病
後
、
幾
年
に
な
り
ま
す
か
。
」
と
言
っ
た
。
老
人
は
「
十
年
だ
か
、
十
五

年
だ
か
、
わ
か
ら
な
い
。
」
と
言
っ
た
。
老
人
は
さ
び
し
さ
が
口
許
に
込
上

げ
た
の
を
我
慢
し
た
。
首
く
く
り
か
自
殺
を
図
っ
た
後
を
思
い
出
し
た
。

「
ハ
ト
、
ハ
ト
が
い
る
よ
。
こ
の
向
う
だ
よ
。
」
と
老
人
は
言
っ
た
。
老
人

は
娘
を
案
内
し
た
。
「
こ
こ
だ
よ
。
」
と
老
人
は
言
っ
た
。
小
さ
い
川
が
流

れ
て
い
る
。
ハ
ト
の
部
屋
。
小
旗
が
揺
れ
て
い
る
。
二
時
頃
で
、
中
学
生
も

小
学
生
も
二
人
の
兄
弟
は
ま
だ
帰
っ
て
来
て
な
い
。
「
可
愛
い
わ
。
と
て
も
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可
愛
い
わ
。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
「
ま
た
、
こ
ん
ど
、
来
て
見
よ
う
。
」
と

老
人
は
言
っ
た
。
よ
し
き
り
橋
の
上
で
、
休
ん
だ
。

　
そ
の
後
、
老
人
は
雀
と
豚
を
彫
刻
し
た
。
八
日
目
で
出
来
上
っ
た
が
、
風

邪
が
拗こじ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
、
布
団
で
寝
込
ん
で
し
ま
っ
た
。
黒
猫
の
御
飯
を

食
べ
て
い
る
の
が
、
精
一
杯
で
あ
っ
た
。
五
日
前
に
起
き
出
し
た
。
老
人
は

ま
た
朝
の
十
時
頃
、
「
ハ
ト
」
へ
来
た
。
娘
が
い
た
。
「
こ
ん
に
ち
は
。
」

と
二
人
は
言
っ
た
。
老
人
の
彫
刻
の
ハ
ト
が
カ
ウ
ン
タ
ー
の
上
に
置
い
て
あ

っ
た
。
娘
は
そ﹅
こ﹅
へ
目
で
合
図
を
し
た
。
老
人
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
豚
が
騒
ぎ

出
し
た
。

「
ま
あ
豚
が
、
…
…
と
て
も
面
白
い
わ
。
」
と
娘
は
豚
を
掴
み
上
げ
て
、
卓

子
の
上
に
置
い
た
。
「
鳥
や
動
物
の
彫
刻
を
、
ど
ん
ど
ん
な
さ
る
と
い
い
わ
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。
」
と
娘
は
言
っ
た
。
テ
レ
ビ
が
始
ま
っ
た
。
漢
拏
山
の
朝
露
に
濡
れ
て
、

朝
鮮
が
映
っ
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー
の
後
に
母
親
ら
し
い
女
が
現
わ
れ
た
。
そ
の

と
き
、
店
へ
男
が
一
人
と
女
が
二
人
、
ど
か
ど
か
と
や
っ
て
来
た
。
老
人
は

「
ま
た
、
来
る
よ
。
」
と
言
っ
て
、
店
を
出
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
小
説
中
央
公
論
」
昭
和
三
七
年
八
月
号
）
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2019

年3

月29

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/
）
で
作
ら
れ
ま
し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た

の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。

22老人と鳩



老人と鳩
小山清

２０２０年　７月１３日　初版

奥　付

発行 青空文庫

URL http://www.aozora.gr.jp/
E-Mail info@aozora.gr.jp

作成 青空ヘルパー　　赤鬼@BFSU
URL http://aozora.xisang.top/
BiliBili https://space.bilibili.com/10060483

Special Thanks
　青空文庫　威沙　
　　　

青空文庫を全デバイスで楽しめる青空ヘルパー http://aohelp.club/
※この本の作成には文庫本作成ツール『威沙』を使用しています。

http://tokimi.sylphid.jp/


